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Program Schedule 

Narajoisc Special Editon 

DATE  

July 16 到着 

17 
Welcome Party 

学生プレゼンテーション 

18 
企業見学－大和ハウスグループ み

らい価値共創センター コトクリエ  

19 
日本の源流とRevolution 

－下市町 

20 

古都のRevolution －森奈良漬店 

奈良女子大学生との交流イベント 

21 

成果報告会 

Farewell Party 

22 出発 

2023/7/17—7/21 

サマープログラム 万葉 

Revolution 

国際キャンパス奈良 

 7/17-7/21の日程で、2023年度サマープログラム「万葉」
(主催 Nara ISC(NWU)/ 協力 奈良カレッジズ連携推進センター)
を実施しました。 
 本年度のテーマは「国際キャンパス奈良 Revolution」。奈良
女子大学内にとどまらず、奈良の地全体を学びの場とし、参加学
生だけでなく企業や地域の方々も「国際キャンパス奈良」の一員
であると捉えて、ともに国際交流を行う―そのようなコンセプト
のもとに本プログラムを企画しました。サブテーマは
Revolution。まずは参加者同士のRevolutionを共有し、その後
で奈良のRevolutionを一緒に勉強しようという内容で５日間進め
てまいりました。 
 今回のプログラムには、海外協定校から5名（東海大学（台
湾）２名・ハノイ大学（ベトナム）２名・ルーヴェン・カトリッ
ク大学（ベルギー）１名））の学生が参加しました。参加留学生
はそれぞれ日本語を学んでいる学生で、日本語の能力を高めるこ
と、日本文化を学習することを目標に「万葉」プログラムに参加
しました。 
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学生プレゼンテーション 

「私のRevolution」 

プログラムの初日、奈良女子大学生

によるキャンパスツアーの後、参加

者がそれぞれ自分の革命についてプ

レゼンテーションを行い、他の参加

者と共有しました。 

大和ハウスグループ みらい価値共創センター 

下市町 日本の源流とREVOLUTION 

森奈良漬店 古都のREVOLUTION 

最終プレゼンテーション 成果報告会 奈良女子大学生との交流イベント 

イベント参加者がおのおのお菓子を持ち

寄り、すごろくをしながら各国のお菓子

を紹介するイベントを行いました。イベ

ント内容は留学生たちで考えたもので

す。会場には各国のめずらしいお菓子が

集まり、他国の文化

や味に初めて触れ、

お菓子当てクイズや

ミッションで大盛り

上がりのイベントと

なりました。 

みらい価値共創センター コトクリエは、

奈良県出身である創業者・石橋信夫さん

の精神・DNAを受け継ぐための場所とし

て誕生した、日本最大級の規模を誇る大

和ハウスグループの研修施設です。先進

的な建物のデザインと、人々のアイデア

を最大限引き出すように設計された各研

修ルームに留学生たちもとても関心を寄

せていました。 

森奈良漬店五代目の森麻理子さんから、奈

良漬について、森奈良漬店の取組みについ

て講義を受けた後、お店へ見学に行きまし

た。初めて口にする奈良漬に、美味しいと

いう留学生もいれば、お酒の風味が苦手な

留学生もいましたが、刻んだ奈良漬とマス

カルポーネと和えたものは、全員美味し

かったようです。 

結成160年となる今年、日本の革命の先駆けとなった天誅組を

テーマに、奈良県吉野郡下市町を訪れました。留学生たちは事

前学習をした上で、天誅組と共に下市の地で戦った橋本若狭を

足跡をたどりました。当時使われていた武器や兜をはじめ歴史

資料を見学した後、戦いの舞台となった広橋峠、法泉寺を訪れ

て、当時の様子について説明を受けました。留学生たちは歴史

の難しい説明も熱心に耳をかたむけ、メモ

を取っていました。途中、川で休憩をし

て、下市町の豊かな自然にもとても癒され

ていました。 

最終日、奈良カレッジズ交流テラスにて

成果報告会を行いました。報告会では、

奈良女子大学生だけでなく、地域の方も

参加していただき、5日間のプログラム

を通して学んだことや感じたことを、留

学生たちが各担当に分かれて発表をしま

した。時間がない中での準備となりまし

たが、留学生それぞれが趣向を凝らした

プレゼンテーション

を完成させ、参加者

からの質問にも丁寧

に答えていました。 

コトクリエ 


